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懐徳堂研究センターニューズレター

ごあいさつ

平成11年(1999)、大阪大学文学部は、附属施設として「懐徳堂センターJを開設しました。

文学部内に散在する貴重資料を集約し展示しようというのが主な目的です。

しかし、展示のための適切なスペースが部内に得られなかったことから、このセンターは事

実上、懐徳堂のデジタルコンテンツを展示解説し、懐徳堂研究の拠点として活動するとpう

性格を強くしていくことになります。また、大阪大学の創立七十周年記念事業(2001年)で

制作された懐徳堂学舎のCGや貴重資料のデータベースが注目を集め、学内外からの取

材を受ける機会が多くなりました。さらに、大阪大学附属図書館からも、資料の調査・出納」一一回

に関して協力を要請されることしばしばでした。そうした取材や調査に対応してきたのが、乙

のセンターです。

こうしたセンターの実態を踏まえ、平成21年(2009)5月、「懐徳堂センター」が改組され、新l争

たに「懐徳堂研究センター」が発足しました。

この懐徳堂研究センターは、大阪大学文学研究科の教育研究理念に沿って、懐徳堂に ・

関わる調査・研究・広報の拠点としての役割を果たすことを目指します。

各位のご指導のもとにその使命を果たしていきたいと思います。

懐徳堂研究センター長

-懐徳堂研究センターのシンボルマーク

懐徳堂研究センターの発足を機に、研究の意義を新しい価値として未来へ創出l

してpくため、新たにシンボルマークを制定しました。

このマークは、「温故知新」を基本コンセプトに、中井履軒が作成した天体模型

「天図」をモチーフとして開発したもので、無限性、永遠性を象徴する「円jを基調と

しています。天図が地球を中心に回転し、重なり合う部分を幾何学的にデザインする
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ことにより、未来への躍動感を印象づけることを企図しています。

圃懐徳堂研究センターに至る歴史

享保 9年(1724)大坂今橋(現・大阪市中央区)に懐徳堂が設立。

享保11年(1726)幕府が懐徳堂を「大坂学問所Jとして官許。

明治 2年(1869)懐徳堂が閉校。

明治44年(1911)懐徳堂記念会設立。

大正2年(1913)文部省が懐徳堂記念会を財団法人として認可。

大正5年(1916)懐徳堂記念会カf懐徳堂を再建(重建懐徳堂)。

昭和 6年(1931)大阪帝国大学が発足。
昭和20年(1945)空襲により重建懐徳堂が焼失。

昭和23年(1948)大阪大学 に法文学部を設置。

昭和24年(1949)大阪大学が新制大学ヘ移行。大阪大学法文学部から文学部が独立。

重建懐徳堂の蔵書と職員を大阪大学ヘ移管。

平成11年(1999)文学部の「大学院重点化j開始。大阪大学文学部内に「懐徳堂センターjを設置。

平成16年(2004)大阪大学が国立大学法人となる。

平成21年(2009) r懐徳堂センターjが改組され「懐徳堂研究センターj発足。





懐徳堂研究センターの業務

1. 懐徳堂に関わる調査・研究、資料の収集・作成(デジタルコンテンYを含む)

2. r懐徳堂研究.H年1固定期)、パンフレッ卜、ニュース.'vター(不定期)等の広報媒体の編集・刊行

3. 懐徳堂研究の総合サイトiWEB懐徳堂(http://kaitokudo.jp/)Jの管理運営

4. 学内外における懐徳堂資料の展示、講演会などの開催

5. 懐徳堂記念会の事業に関わる資料調査等の協力

6. 本学附属図書館および総合学術博物館の業務に関わる懐徳堂関係資料の調査等の協力

懐徳堂研究センターQ&A

? @ 懐騨徳鰹 堂口ω 、て淵取耐材す蹴 る引杭に山こ悶した叫いです加力か抑、ヴ

本センターにお問い合わせ下さい。専任職員は配置されていませんが非常勤職員がし喧すので、まず
はお電話(06-6850-5088)などでお問い合わせ下さい。その内容に応じて、適切な教員・機関をご紹
介します。

Ø) r懐徳堂文庫」所蔵の貴重資料を閲覧する問うした5よいですか?

懐徳堂に関する貴重資料は、一部を除き、大阪大学附属図書館に配置・集中管理されています。閲
覧等の手続きについては、附属図書館利用支援課(干560-0043大阪府豊中市待兼山町1番4号、
06-6850-5069 < FAX) ) へお問い合わせ下さい。

@ 懐徳堂の講座を受講する問うした恥ですか?

懐徳堂記念会の春秋講座・古典講座は、財団法人懐徳堂記念会が主催しています。問い合わせ・
参加のお申し込みは、懐徳堂記念会(http://www.let.osaka-u.ac.jp/kaitokudo/)へお願いします。

※その他、詳細は懐徳堂研究センタ-HPをこ'覧下さし、。

⑨懐徳堂研究センター
http://www.let.osaka-u.ac.jp/kaitoku-c/ 
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